
質　問　内　容 分析及び改善策

生徒 保護者 教職員

教育目標  教育目標を達成している 82 87 93

学校の雰囲気  明るく楽しい雰囲気である 97 95 100

組織運営  校務分掌は責任体制が明確で、適切に機能している 100

業務の改善  校務の縮減・効率化等、業務の改善を推進している 93

 ルールやマナーを身に付けている 87 91 80

 挨拶をよくしている 92 91 73

 「あ・は・は運動」を知っている（小学校のみ）

 教職員は悩みや相談に親身に対応している 92 96 100

いじめ防止対策  学校はいじめ防止のための対策をとっている 98 92 100

人権教育  生命や人権を尊重しようとする心が育っている 93 93 93

平和教育  平和の大切さを感じ、その思いを発信しようとしている 92 79 80

特別支援教育  学校は教育的ニーズに応じた教育を行っている 92 94 93

特色ある学校づくり  伝統や校風の実態に即した教育を行っている 88 88 86

学習指導  わかりやすい授業を行っている 97 92 100

・教育課程  家庭学習の習慣が身に付いている 79 64 60

キャリア教育  将来の自立に向けて適切に指導している 66 50 93

保健・衛生  衛生管理に努め、健康に関する教育を行っている 91 89 100

 基本的生活習慣が身に付いている 78 73 69

 体力向上に努めている 88 84 93

食　育  食に関する教育活動を行っている 88 84 93

安全管理  児童生徒の安全に気を配っている 90 91 87

情報提供  学校の状況は通信やＨＰ等で知ることができる 82 88 100

PTA・地区との連携  学校はＰＴＡや地域との連携がとれている 86 91 93

職員の資質向上  研修が充実し、資質が向上している 100

環境整備  教育環境が充実し、整備されている 93 90 100

職場環境 学校は働きやすい職場づくりに積極的に取り組んでいる 100

　遅くなりましたが、今年度第１回目の学校評価のアンケート集計結果がまとまりましたのでお知らせします。肯定割合が低い項目について
は、今後改善に向けて取り組みたいと思います。アンケートへのご協力ありがとうございました。※赤の数字は評価が低い項目（70％以下）
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・すべての項目で高い評価（肯定割合）を得た。
教育目標等については、各教室の前方に統一し
て掲示しており、今後も周知に努めていく。

・全般的に高い評価を得た。教職員の「平和教
育」に関する数値が若干低いのは、本年度もコロ
ナ禍のため、規模を縮小した平和活動になった
ことが考えられる。
・毎月の生活アンケート、教育相談に加え、生徒
観察を継続し、家庭と連携しながら生徒の心の
教育の充実を図りたい。
・「挨拶」については、教職員の評価がやや厳し
めの結果となったが、地域の方からは「中学生の
挨拶が素晴らしい」といった声が多数ある。ワン
ストップ挨拶が徐々に定着しており、社会に出て
も通用する生徒を育みたい。

肯定的割合（％）項　　目

アンケート集計

生活・生徒指導

・両項目とも高い評価を得た。校舎は30年を過ぎ
老朽化は否めない。安全点検を毎月行い、危
険・修理個所については迅速に対応し、事故の
未然防止を徹底していく。併せて、大規模な改修
工事が必要な個所は、教育委員会に申請して早
急に対応していく。

・「情報提供」は、高い評価を得た。今後も便りの
発行や学校HPの更新、安全安心一斉メールの
配信により情報発信に力を注いでいく。
・「育友会・地区との連携」では、コロナ禍の中、
行事の中止や延期、制限が相次いだ中、育友会
の協力もあり体育大会は無事に終了することが
できた。
・「職員の資質向上」では、タブレットをすべての
教職員が活用できるように研修を進めていく。

体力向上

・「衛生管理」については、コロナ感染防止対策
を講じたことが高い評価となったと考えられる。
・「基本的生活習慣」については、生活の乱れが
みられる生徒も一部いて、やや低い結果につな
がった。家庭と連携し、「早寝・早起き・朝ごはん」
が習慣化するよう指導を続けていく。
・「食育」については、各学年講師を招いて講話
を実施している。

・「分かりやすい授業」は、高い評価を得た。今年
度始まったGIGAスクール構想によるタブレットを
活用した授業法が一因かと考えられる。
・「家庭学習」については、保護者・教職員の評
価が低く課題に挙がる。家庭と連携しながら習慣
化させていく必要がある。
・「キャリア教育」は、やや低い評価となったが、
各学年とも今後計画を入れているので、巻き返し
を図りたい。
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学校教育目標「心豊かで、自ら考え行動できる生徒の育成」 校訓「自主・勤労・敬愛」

スローガン「努力夢現」～努力を続け、夢や目標を実現・達成できる学校～

第１回学校評価結果


